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本書の特長

◆名誉毀損・プライバシー侵害について判断された訴訟をベースに、系
統的に整理した項目と設例を作成し、そこにあらわれる重要論点に
ついて、現在の判例法理、学説の議論状況を客観的に明示！
◆判例から想を得て作成された設例について、Basic Information、
設例に対する回答、解説の順で解説し、法律実務家として知ってお
くべき実体法上、訴訟法上の問題点を明示！
◆当該分野に精通する裁判官が、現在の裁判実務の実際について、
相場観を含めて運用レベルの問題まで解説！

A5判・396頁　定価：本体4,200円＋税

加藤 新太郎・和久田 道雄　編集

裁判官の視点で、弁護士の
適切かつスピーディーな訴訟活動をナビゲート！

第1　名誉毀損

裁判官が説く
民事裁判実務の重要論点

総論̶名誉毀損訴訟の現在
１　侵害の態様1（新聞、雑誌記事）
２　侵害の態様2（テレビ報道）
３　侵害の態様3（インターネット記事）
４　意見ないし論評1（月刊誌の論文）
５　意見ないし論評2
　　（会社の事業報告書、個人の著書）
６　配信記事の掲載

第2　プライバシー侵害
総論̶プライバシー侵害訴訟の現在
１　少年事件の推知報道
２　住民基本台帳ネットワークシステム
　  への個人情報の搭載
３　大学主催の講演会に参加を申し込んだ
　  学生の個人情報の警察への開示

も好評発売も好評発売中！！中！！

名誉毀損
・

プライバシー侵害
編

７　法人の名誉毀損
８　弁護士に対する懲戒請求の
　　 呼び掛け行為の違法性の有無
９　議会等における発言・討論
10　警察発表
11　ビラの配布1（損害賠償）
12　ビラの配布2（差止め）
13　情報提供者の責任

４　弁護士による疎明資料の提出
５　入れ墨の有無の調査
６　自宅の居室内での容ぼう等の隠し撮り
７　ウェブサイト上の情報流出
８　検索事業者に対する自己の
　  プライバシー情報の削除請求の可否

裁判官と弁護士で考える

基本原則 権利の濫用編裁判官が説く 民事裁判実務の重要論点

契約編

家事・人事編

裁判官が説く 民事裁判実務の重要論点
裁判官が説く 民事裁判実務の重要論点

保険裁判実務の重要論点



内容見本 設例ごとに、［Basic Information▶設例に対する回答▶解説］の順に解説しています。

訴訟遂行上の問題発見のための法律実務家必読書！

◆実務で取り上げるべき判例が的確にわかります！

◆参考文献で、更に深掘りできます。

◆裁判官から見た訴訟実務上
抜け落ちやすいポイントを
もれなく把握できます！

本書収録中の判例には、判例データベース『D1-Law.com
判例体系』の判例IDを記載しています。
『D1-Law.com判例体系』をご契約の場合は、判決全文・
解説等をすぐに確認できます。

＜クレジットカードでもお支払いいただけます＞ CLI
CK!

C
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